
ポリケンテープの防食効果及び特性

右表は、パイプ塗覆材 としてのポリケンテープの防食効果を従来
のタールエナメル と比較 しながら調べたものです。使用したポリ

ケンテープは、厚さが0.3mmで、1～ 1.5セ ンチのオーバーラッフ
゜
で

一重巻にし、プライマーは使用 していませんが、タールエナタル

の部分は、完全に前処理されたパイプに、2.4mm厚の夕→レエナメ
ルを塗 り、更にター2L/で飽和 したガラスファイバー入 リフェル ト

を密着させました。

テストの結果が示すようにポリケンテーフ
゜
の防食性は時が経って

も変 りませんが、タールエナメルのそれは急速に減少 して行きま

す。ポリケンテープはどんな環境でも機械的、化学的に安定で正

しく巻付ければ安心 して御使用戴けます。

又、電気防食を併用されるなら電気代 も少 く経済的ですし、尚一

層の防食効果が期待できます。

優れた電気特性を有
しています。ポリエ

チレンの絶縁抵抗は
1016Ω /cmと ずばぬ
けて良く、電気関係
の使用はもちろん配

管などの電食防止に
は特にす ぐれた効果
を発揮 します。

耐水、耐湿性に優れ
ています。
ポソエチレンは水や
水蒸気の透過はきわ
めて少ない。
吸 水 率

ポリエチレン
0.01%

エポキシ
0.1 %

PVC
O.15～ 0.75%

物理的に安定。
化学的に不活性です
耐薬品、耐油、耐酸
耐アルカリ、耐候生等
に優れどんな場所に
使用されても変質 し
たリクラックが入っ
たりいたしません。
薬品瓶などポリエチ
レン製が多のはこの
為です。

細菌、バクテリアな
どに侵されません。

広範囲の温度で柔軟
性を失いません。
ポリケンは-40℃ ～
+95℃ の広い範囲で
機械的柔軟1生を失な
わないばかりでなく
ポリエチレンの良さ
も十分発揮 します。

優れた貯蔵安定性を
有しています。ポリ
ケンの米占着層は化学
的にも、物理的にも
安定で貯蔵中や使用
中に変質 したりする
ことがありません。
いつでも安心 して御
使用いただけます。

二重の保護
ポリケンはポリエチ
レン層 と粘着層で二
重に保護 します。
ポリケンの接着は若
千のコール ドフロー
と粘着により完全に
接着 します。
それはポリケンがパ

イプに巻かれた時に
上層のポリエチレン
の弾性による圧力で
ガスケットシー /L/の
ように働 くのです。
したがってテープの
端 とオーバーラッフ

゜

の所に出来るすきま
はなくなるのです。

半永久的に失なわれ
ない粘着性、この為
ポリケンはいつで も
すばやく粘着 し、 し
かも半永久的にその
粘着性を失いません。

ポリエチレンにもよ
く粘着 します。ポリ
ケン粘着層はポリエ

チレンにもよく粘着
しますので、パイプ
に巻きつけた時のオ
ーバーラッフ培「分か
ら気体、液体等入る
事はありません。

金属面などへの粘着
は特に優れています。
二重の保護
安定で
不 活 性
付着性が良 く
乾燥 しない

く圧着すれば
↓

永久に

安全に

確実に

防食・絶縁 します。
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